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１．研究室概要 

本超精密加工研究室（鈴木研究室）は 工学部機械工学

科と生産技術開発センターに所属し，超精密機械加工と計

測を研究テーマとしている．光学部品に加えて医療用パーツ

や車載光学部品などにも広げ，レーザ加工，放電加工などの

エネルギー加工との複合化を行っており，加工技術と超精密

キーパーツの超精密化と高機能化を目指している． 

本研究室では要素技術の研究だけでなく，科学研究分野

と工学分野におけるデバイス用キーパーツの加工技術の開

発を目指しており，実用化を主眼に置きながら，国立天文台，

高エネルギー加速器研究機構，理化学研究所などの公的機

関と，企業，特に，先端工具，機械，計測，金型加工分野の

中小企業との連携，共同研究を行っている． 

 
２．専門分野 

超精密･微細加工（切削，研削，研磨，成形），精密計測，レ

ーザ加工，放電加工，超音波加工，インデンテーション加工 

 

３．研究室構成員 

鈴木浩文教授，岡田睦研究員，客員教授 4 名，大学院生

（博士課程 1 名，修士課程 3 名），卒業研究生 10 名前後 

 

４．研究テーマ紹介 

〔デジタル機器用非球面光学レンズの加工技術〕 

① 非球面マイクロガラスレンズ用超硬，SiC製型の超精密 

研削加工（軸対称非球面，自由曲面） 

② 非球面レンズの超精密研削・均等研磨 

③ ガラス成形技術の開発  

④ UV成形技術の開発 

〔車載用プラスチック製微細光学素子金型の超精密切削〕 

単結晶ダイヤモンド，PCD，NPD製マイクロフライス工具に

よるセラミック型の超精密微細切削 

〔マイクロ工具の開発〕 

マイクロフライス工具，マイクロドリル（ダイヤモンド，cBN製） 

〔天文，基礎科学用素子の加工技術〕 

① KAGURA用サファイヤ製大型レンズの研削加工と研磨 

加工（高エネルギー加速機構） 

② ALOM用回折レンズの研削・研磨加工（国立天文台） 

③ 宇宙望遠鏡用X線反射ミラー成形用無電解Ni金型の

超精密切削と研磨 

〔テキスチャリング加工技術の開発と応用〕 

① Tiインプラントの生体融合性の向上 

② 表示パネルの高輝度化 

③ 水中ソーラパネルのテキスチャリングによる効率の改善 

〔超音波振動工具の開発〕 

① 有限要素法による超音波振動工具の振動解析 

② 超音波ねじり振動切削の研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．所有機器類 

●実験機器 
超精密加工機（ULG100D(SH3)，ULG100A，UT，UVM35B），
超音波援用研磨装置，ガラス成形装置，UV成形機，フロート

ポリシング装置，平面ラップ盤，レーザ加工機，マイクロ形彫り

放電加工機，レーザ加工機 
●測定機器 
接触式形状測定機UA-3P，FormTalysurf，オートフォーカス

レーザプローブ走査装置NH-UP，AFM，SEM，白色光干渉

粗さ計，レーザ干渉計測器，他  
 

６．産官学連携に関してのメッセージ  

経産省サポイン3件，研究機関との共同研究（理化学研究

所，国立天文台，高エネルギー加速器研究機構，東京電機

大学，神奈川大学），メーカとの実用的なテーマについて共

同研究を積極的に行っている． 

 

７．最近の研究発表論文 

(1) Suzuki H, et.al, Precision Grinding of Structured Ceramic 
Molds by Diamond Wheel Trued with Alloy Metal, Annals 
of CIRP, 61, 1 (2012) 283. 

(2) Suzuki H, et.al: Ultraprecision Finishing of 
Micro-Aspheric Surface by Ultrasonic Two-Axis Vibration 
Assisted Polishing: Annals of CIRP, 59, 1 (2010) 347.  

(3) Suzuki H, et.al: Micro Milling Tool Made of 
Nano-Polycrystalline Diamond for Precision Cutting of 
SiC, Annals of CIRP, 66, 1 (2017) 93. 
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１．研究室概要 

近畿大学工学部機械工学科は，1959年に設置され，呉→

東広島と場所を移転しながら，広島キャンパスとして長い歴史

を刻んできました．そして，2020年4月より，藤本正和講師が

着任し，「精密加工技術研究室」が新設され，歴史の1ページ

に加わることになりました！（←自分で文字に起こしたところ，

少し照れくさい） 
新設の研究室ではありますが，あくまで「5ゲン主義（原理・

原則・現場・現物・現実）」に則り，「加工現象を解明すること」

を目標として，基礎研究を重視したスタートを切ることとしまし

た．精密加工のなかでも研削加工を中心に扱い，実験実務を

主として研究を推進し，学生に多くの達成感を得てもらうこと

を目指しています．研究の推進にあたり，精密加工技術を構

成する「工具」「工作物」「工作機械」の三位一体構造すべて

に関わることを意識し，さらに製品の一貫加工プロセスを確立

できる研究室とすることを，理想像として描いております． 
 
２．研究室メンバー 

初年度は，下記メンバーでスター

トしています． 

教員：藤本正和講師 
学部 4 年生：2 名 

次年度以降は，学部 4 年生が 9
～10 名／年配属されます． 
 

３．研究テーマ紹介 

先に述べたように，工具―工作物―工作機械の三位一体

構造それぞれについて，テーマを設けています．  

〔工具（砥石）に関連するテーマ〕 

① 研削加工における砥石作業面トポグラフィ 
② 砥石／工作物間の干渉現象に基づく研削びびり振動 
③ 研削抵抗特性からみる高切込み研削機構 
〔工作物に関連するテーマ〕 

① 超音波援用研削による機能性表面の創成 
② 金属AM用金型材料の力学特性に及ぼす仕上げ加工

条件の影響 
〔工作機械に関連するテーマ〕 

① デスクトップ型5軸NC精密研削盤の設計と試作ならびに

その加工特性解明 
② 小型研削／研磨複合加工機の設計と試作 
（ただし，「研究室の立上げと環境整備」自体が，一番大きな

テーマなのでは？という声もあがっております！） 

 

４．所有機器類 

2019年度までの所属先より譲り受けたり，共同研究を継続

していただいたことと合わせて，下記の装置をそろえてスター

トすることができました．この場を借りて感謝申し上げます． 
●加工機類 

平面研削盤，自作5軸加工装置（リニアモータ，ACサーボアク

チュエータなどの組み合わせによる），超音波スピンドル 
●測定機器類 

圧電型三分力動力計，小型表面粗さ計，金属顕微鏡，高精

細二次元レーザ変位計，電気マイクロメータ，ダイナミックバラ

ンサ，インパルスハンマ 
 

５．産官学連携に関してのメッセージ  

研究の加速には共同研究，研究協力が必要です．今後，

近畿大学・藤本としての研究成果発信を行っていきますので，

何卒ご拝聴・お目通しいただき，興味をお持ちいただいた際

には，是非ともご連絡いただきたく存じます． 

 

６．最近の研究発表論文 

(1) M. Fujimoto, Y. Hiraizumi, K. Hirata and S. Ohishi: 
Grinding Energy Distributions and Wear Behaviors of 
Grain Cutting Edges in cBN Deep Grinding, Int. J. 
Automat. Technol., 14, 1 (2020) 59. 

(2) 藤本，梅田，大石: 単一砥粒に作用する研削抵抗からみ

たクリープフィード研削機構，砥粒加工学会誌，64，1 
(2020) 47． 

(3) M. Fujimoto, S. Ohishi and Y. Hiraizumi: Wear Behavior 
of cBN Grain Cutting Edges in Deep Grinding, J. Jpn. Soc. 
Prec. Eng., 86, 1 (2020) 59. 

(4) 藤本，小平，市川，福山，山下，大石: 超音波援用研削

による小径内面の機能性表面創成に関する研究―単粒

研削試験による研削溝形成機構の実験的検討―，砥粒

加工学会誌，63, 10 (2019) 516． 
 

７．その他 

現実には，コロナ禍をはじめとする諸問題により，研究自体

のスタートはかなり遅れています．ただし，そのおかげ（？）で

自室および学生室の整理に時間を費やすことができたので，

早々に綺麗な部屋だけは構築できました．大変なことがあっ

ても，一方では嫌なことばかりではないと言い聞かせて，研究

室運営を続けていきたいと思います． 

藤本 正和講師 
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